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　主に自民党が反民主主義的な統一協会と長年つるんで政
治をやってきました。このことについて、議員団又は自民
党議員はどのようなけじめ、禊ぎ、反省を公にしてきたの
でしょうか。市民には全く伝わっていません。このままで
は孫たちが親になったときに、住みやすい八王子にならな
いと思います。きちんと反省しているのか、開き直ってい
るのか
（議員団代表又は自民党から返事を何らかの形でいただき
たい）

　ご質問の件に関しては、八王子市議会としてお答えする
質問内容ではないため、回答は控えさせていただきます。

令和５年度　議会報告会で寄せられた御質問と御意見を集約しました。

お寄せいただいた御質問にお答えします。

市議会に対する御質問・御意見(２件）

　不登校の未然防止や不登校の早期発見・早期対応に向け
ては、子どもたちの状況や変化について、日々適切に効率
よく把握していくことが重要であるとの認識を共有し、本
市のシステムについて確認しました。
　本市においては、校務支援システムで、日々の児童・生
徒の出欠席の状況を把握し、個票システムにより、不登校
児童・生徒または配慮が必要と判断される者の状況把握が
行われています。
　また、個票システムは、個々の状態を詳細に記載できる
様式であり、数値化された指標が導入されており、その記
載内容は学校と教育委員会で共有されています。
課題としては、児童・生徒の状況を２つのシステムにより
管理している状況であり、教員への負担が懸念されるほ
か、学校や教育委員会において、個票システムに記載され
ている事項や子どもたちの不登校の状況の変化について
日々確認することが難しいシステムである点が挙げられま
した。
　その改善に向け、校務支援システムと個票システムを統
合した、児童・生徒の状況を適切かつ効率的に把握できる
システムを導入し活用を図ることで、個々の児童・生徒に
必要な支援をタイムリーに充実させていくことができると
考えました。
　また、システムの活用により、子どもたちの不登校の状
況や変化について、全体像をリアルタイムで把握すること
で、市の施策展開がしやすくなり、その評価につなげるこ
とも可能と考え、提言を行いました。

　登校支援に関する３つの提案で、②新しいシステムづく
りがありましたが、子どもの変化をリアルタイムで把握す
るというのはどういった方法で行うのでしょうか。

1

回 答件数 寄せられた御質問・御意見


